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【1 分解説】協働エンゲージメントとは? 

 総合調査部  研究理事  河谷善夫 

 

機関投資家が投資先企業と持続的企業価値向上を目指した対話を行うことをエンゲ

ージメントと呼び、複数の投資家が連携してこれを行うのが協働エンゲージメントで

す。この動きはＥＳＧ関連の問題をはじめ株主間で共通する重要課題が増加している

近時において活発化しています。 

協働エンゲージメントは、企業に対する影響力が大きくなること、専門的知識を共

有できること、エンゲージメントプロセスでの負荷を投資家間で分散でき投資活動が

効率的になることなどが投資家側のメリットとなります。 

我が国のスチュワードシップ・コードでは、協働エンゲージメントは、「集団的エン

ゲージメント」と 2017 年の改訂の際に明記され、これを実行することが有益な場合も

あり得るとされました。この活動は、あくまで協議に止まることが前提であり、議決

権行使を行うなど株主としての行動を一体として行う場合は制度上「共同保有」とな

り、大量保有報告制度のルールが適用されることになります。以前は共同保有者の解

釈が明確ではないことが、協働エンゲージメントを推進する上での支障ともなってい

ましたが、2024 年 5 月に成立した金融商品取引法及び投資法人に関する法律の一部を

改正する法律により、共同保有者の範囲が明確化されました。 

 

関連レポート 

・「【1 分解説】大量保有報告とは？」（2023 年 10 月） 

https://www.dlri.co.jp/report/ld/282992.html 
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